
 

と き  2026年10 月27 日（火） 9:30～16:0０ (受付９:00～)                                   

ところ  伊万里市、有田町内の５会場 
※会場の詳細につきましては、３ページをご参照ください。 
※集合参加を基本とし、集合参加ができない方に、後日オンデマンド配信をします。後日配信 
の期間は、11月1０日（火）～12月１０日（木）の予定です（分科会によっては、配信期間が変更と 
なることがあります）。諸事情によりオンデマンド配信のみの開催となることもあります。 
その場合には、佐同教ホームページにて、前日までにお知らせします。 

参加費  1,500円 (資料代を含む) 
※参加費は、全体会と同様に振込または現金でお支払いいただきます。 
集合参加・オンデマンド参加とも参加費は変わりません。 

日 程 
  9:00    9:30                            12:00                  13:00                             16:00  

 

※「展示と交流」は、第３分科会以外の各会場にて行う予定です。 

 
 

受 付 
分  科  会 昼食・休憩 分  科  会 

開会行事、実践報告、実践交流 展示と交流(※) 実践報告、実践交流、閉会行事 

主 催 第5５回佐賀県人権･同和教育研究大会実行委員会 

共 催 伊万里市  有田町  （伊万里市・有田町）教育委員会  

 
後 援   部落解放同盟佐賀県連合会   部落解放･人権政策確立要求佐賀県実行委員会   部落解放共闘佐賀県民会議 

(順不同)  （一社）佐賀県部落解放推進協議会   佐賀県同和対策推進連絡協議会   佐賀部落解放研究所   佐賀県教職員組合 

同和問題にとりくむ佐賀県宗教者連絡協議会  佐賀地区同和問題７社協議会   佐賀県保育会 

佐賀県国公立幼稚園 ・ こども園会   （一社）佐賀県私立幼稚園・認定こども園連合会   佐賀県ＰＴＡ連合会   

佐賀県高等学校ＰＴＡ連合会   佐賀県公民館連合会   佐賀県地域婦人連絡協議会   （一社）佐賀県子ども会連合会 

佐賀県隣保館連絡協議会   社会福祉法人 佐賀県社会福祉協議会   国立大学法人 佐賀大学 

西九州大学 ・ 西九州大学短期大学部   佐賀女子短期大学   九州龍谷短期大学  社会福祉法人 小麦の家福祉会  

特定非営利活動法人 NPOわかば    社会福祉法人 若楠どんぐり村    

 

一人一人の違いを認め合い、 

支え合う社会をつくろう！ 
～みんなの安心・笑顔・幸せを合言葉に有田・伊万里の地から～ 

第 55回佐賀県人権･同和教育研究大会 

分科会（集合・オンデマンド）ご案内 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１分科会 行動につながる学びづくり (人権啓発)                      【開催地の一般参加可】 
会場：焱の博記念堂（大ホール）                    

 

第２分科会 子ども支援・家庭支援 (人権が尊重される環境づくり)        

 会場：九州陶磁文化館（ 講堂 ） 
  

 

第３分科会 子どもどうしをつなぐ仲間づくり (人権が尊重される人間関係づくり)  

 会場：松浦コミュニティーセンター（ 体育館 ） 
 

 

「神埼の歴史に学ぶ人権活動」 
 ～赤い翼プロジェクトと寄り添い聴く活動を通して～ 

報告者  神埼市 

歴史が今の人権啓発につながるー。９０年前の人命救助
や「赤い翼プロジェクト」に触れながら、子どもの居場所づく
りや地域活動など、神埼市ならではの人権啓発の実践をご
紹介します。 

☆展示と交流   
 

◆就労継続支援事業所 やきものの里 
 

○活動アピール・パンフレット配布･展示 

○主な生産品 【 パン、日用食器（皿、椀、丼、コップ、

マグカップ、箸置き、スプーン等）、その他 】 

「つながる笑顔のまちかしま」 
～鹿島市の人権・同和教育に関する取組～ 

報告者 鹿島市  
             

「人権・同和問題に関する教育・啓発活動の推進」を市の
重点施策としてさまざまな事業に取組む鹿島市。その中か
ら、市民と共に学ぶ「人権学習会」、学社連携による「小中
学校人権作文・標語・ポスターコンクール」についての報告
です。 

「誰もが安心して暮らせる地域づくりをめざして」 ～
子どもから高齢者までお互いを認め合い支えあうつながりづくりの取

組と課題～                        報告者  有田町  
  

中学生が自由に過ごせる居場所「水曜のたまり場“ちょっ
と”遊びまセンター」の開設、有田町子どもの居場所ネットワー
クなどの取組について報告していただきます。子どもの居場所
づくりについて、考えてみませんか。 

「人権･同和教育をより一層「自分のこととして捉える」ことが
できる環境づくり」 ～佐賀県立武雄高校における取組～ 

報告者  佐賀県立武雄高校    

「質実剛健」「報恩感謝」の校是のもと、未来を切り拓く力
を持ち、多様な人々と協働しながら主体的に行動できる生
徒を育成するため、武雄高校で進められる人権教育の実
践、そして職員及び生徒の変容についての報告です。 

☆展示と交流   
 

◆就労継続支援（B型）事業所 SPARK JOY有田 
 

○活動アピール・パンフレット配布･展示 

○主な生産品 【 ジェラート、布製品、アクセサリー等 】 

「一人ひとりの子どもたちを見つめるチーム担任制」  
 

報告者  多久市立東原庠舎中央校前期   

新しく取り組んだチーム担任制。一人でクラスの子どもた
ちを見るのではなく、複数の教員で学年の子どもたちを見
ていく体制へ。児童や保護者が安心して過ごせる環境を整
えていった取組の報告です。 

「子どもが安心して育つ居場所づくりをめざして」 
～フリースクールしいのもりの10年の実践から～ 

報告者  フリースクールしいのもり   

居場所のない子どもが安心して過ごせる環境を整え、保
護者が安心して相談できる場を設け、子ども一人一人が自
分らしく学び、自分らしく生きる力を育てる為に、全力で伴
走型支援をつづけている、しいのもりの報告です。 

個の輝きを学級の力に 
～Aさんの『良さ』を起点に広がる居場所づくり～ 

報告者  江北町立江北小学校   

嫌なことがあると教室を飛び出すこともあるAさん。そん
な A さんの『良さ』を認め、写真や言葉で可視化し価値付
け、共有した。それを学級全体の取組に広げることで、A さ
んや周りの児童が安心できる場を得て、少しずつ変わって
いった実践報告です。 

☆展示と交流   
 

 

今年度は、なしの予定です。 

「自他を尊重し、協働して生活しようとする態度の育成」 
～人権集会を中心とした自他を認め合う人間関係づくり～ 

報告者  唐津市立厳木小中学校   
                  

2024年度、３校が統合し厳木小中学校が誕生しました。
新しい環境に子どもたちが適応する難しさを見据え、さら
に、小中併設校の良さを生かした交流や仲間づくりに取り
組んできました。統合前後の様々な取組の報告です。 

「自他のよさに気づき、共に高め合う第１学年児童の育成」  
～「よいところの木」を活用した道徳科の授業実践を通して～ 

報告者  鳥栖市立若葉小学校  

温かい関わりの中で認められる実感が、自己肯定感の
向上と人権教育の基盤となると捉えて、実践を行った。その
結果、日常的に互いのよさを認め合い、友達の輪が広がる
学級づくりに繋がっていった。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４分科会 人権学習･部落差別を解消するための学習 (人権が尊重される学習活動づくり) 

会場：大坪コミュニティーセンター（ 講堂 ）       ※可能な限り乗り合わせでのご来場をお願いします。 
 

 

第５分科会 市民活動・企業活動交流 (人権のまちづくり)               【開催地の一般参加可】 
会場：伊万里市民センター（ 文化ホール ）                                    ※9:15受付開始 

  
 

 

 

第１分科会 行動につながる学びづくり(人権啓発)   

焱の博記念堂（ 文化ホール ）         西松浦郡有田町黒川甲1788番地（0955-46-5010） 

第２分科会 子ども支援・家庭支援(人権が尊重される環境づくり) 

 九州陶磁文化館（ 講堂 ）             西松浦郡有田町戸杓乙3100-1  （0955-43-3681） 

第３分科会 子どもどうしをつなぐ仲間づくり(人権が尊重される人間関係づくり) 

 松浦コミュニティーセンター（体育館）    伊万里市松浦町山形5490番地2  （0955-26-2001） 

第４分科会 人権学習･部落差別を解消するための学習(人権が尊重される学習活動づくり) 

大坪コミュニティーセンター（ 講堂 ）    伊万里市大坪町甲2863番地1 （0955-23-9898） 

第５分科会 市民活動・企業活動交流(人権のまちづくり) 

伊万里市民センター（ 文化ホール ）        伊万里市松島町391-1（0955－22－3911） 
 

「多様性を認め合い、尊重し合う集団をめざした 
学習活動づくり」  

報告者     佐賀市立勧興小学校   

一人ひとりの個性を生かし、その能力を高められるよう、
多様性を認め合い、尊重し合う集団をめざして学習づくりを
進めてこられました。特に２学期開始直前の「困ったら相談
しよう」動画は、教職員のマニュアルとなっています。 

☆展示と交流   

①社会福祉法人幸生会 就労継続支援B型 いまりの里 

②社会福祉法人 小麦の家福祉会 小麦の家 就労継続支援B型事業所 

○活動アピール・パンフレット配布･展示 

○主な生産品 ①【 野菜類、その他 】②【 手作りクッキー、

ケーキ、その他】 

「職員が一体となって行う人権学習の実践」 
～ 一人ひとりのよさを認め合い、励まし合い、支え合う学級づくりをめざして ～ 

報告者     伊万里市立山代東小学校   

離島の中学校からの転勤によるギャップと、自分の学級
のことは自分で解決しなければならないという使命感に悩
む日々。一人ひとりが過ごしやすい学校をめざし、職員間で
連携を取りながら行った人権学習の取組です。 

「関わり合い、助け合う学級づくり」  
～自立活動の取組を通して～ 

報告者     小城市立牛津小学校   

特別支援学級における自立活動の学習を通し、児童が多
様な個性を尊重し合い、交流して積極的に関わり、助け合う
集団づくりを追求した。個々の困り感に寄り添う手立てによ
り、成功体験と確かな人間関係の形成につなげた実践で
す。 

「Vivimosと歩む「共生と社会参加」のカタチ」  
 

報告者  らいふステージ   

音楽バンドVivimos。 
目が見えない人、歩くのが大変な人、周りにあわせるの
が苦しい人など…、得意なことは違うけど、舞台に立てば、
みな一人の表現者。Vivimos と共に感じよう「私たちは生
きている！！」 

☆展示と交流 （活動アピール・パンフレット配布･展示） 
①障害福祉サービス事業所 就労継続支援B型 にこにこいまり 

②社就労支援B型事業所 街のサナーレ就労支援センター 

③障害者就労支援センター Jobセンターピシャっと 

④社会福祉法人 小麦の家福祉会 小麦の家 就労継続支援B型事業所 

○主な生産品 ①【 手漉き紙製品、手芸品、その他  】②

【 焼き菓子、ドレッシング野菜 等 】③【 手作り布製品、雑

貨等 】④【 手作りクッキー、ケーキ、その他 】 

「共に働くことは、すべての人の権利」 
～障がい福祉就労と農業が育てる地域の未来～ 

報告者  佐賀西部コロニー  

可能性に挑む主人公は、障がいのある人たちです。守ら
れるだけではなく、自ら選び、働き、尊厳をつかみ取る。その
可能性を信じ、挑戦することを権利として保障し、支えていく
就労支援施設での取組を紹介します。 

「話せるけど聴こえない中途失聴、難聴者の存在」 
～文字による筆談・要約筆記～ 

報告者  唐津要約筆記の会   

聴覚障がい者とひとくくりにされるが、中途失聴・難聴者
とろう者の実態は違う。手話を用いない聴覚障がい者には
文字による情報保障（要約筆記）は必要なことや、学校・企
業での「筆談・要約筆記講座」の様子を報告します。 



 

参加申込について                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参加目標数について                                                                

 

 

 

 

 

 

 

申込み・支払い方法とメールアドレスの確認 

※上司とご確認のうえ、申込みをしてください。（最大15名の一括申込が可能です。） 

※振込、現金が選択できます。「振込」・「各同研事務局校（研究局）に持参【義務制のみ】」・

「市町負担」・「各同研の会費より支出」・「佐同教事務局に持参」から選択してください。 

※申込完了後、確認のメールが届きます。使用可能なメールアドレスをご準備ください。 

STEP1 

事前準備 

 https://x.gd/LIfso もしくは、 

右の二次元コード または 佐同教HPから申込み 

参加者名・参加希望分科会・所属地域 

所属分類・所属先・所属先電話番号・支払い方法を 

ご入力ください。送信ボタンを押し、 

「申込みを受け付けました。ありがとうございます。」 

というメッセージが表示されれば申込み完了です。 

STEP2 

申込み 

9/1～25 

参加   資料代（1500円）を 現金 か 振込 で支払う１０/２（金）まで 

※詳細は次のページをご覧ください。 

STEP3 

支払い 

佐同教理事の方にご協力いただきたいこと 

各市町担当部署       参加者名簿の確認 10/13まで 

各同研研究局/事務局   参加資料代を佐同教口座に振込または持参 10/16まで 

■ 会員の研修機会の保障という視点から、以下のような参加目標数を設定しています。 

○各学校･･･研究大会全体会（8月）、分科会（10月）それぞれで教職員の１０％ 

（全体会・分科会を合わせて毎年20％の教職員が研修を受けることで、5年間で各学校の全 

職員が研修できる） 

○各市町･･･研究大会全体会（8月）、分科会（１0月）それぞれで部署数の１/２ 

（毎年各部署から 1人が研修できる） 

なお、分科会の参加目標数は集合参加とオンデマンド参加の合計数とします。ただし、分科会は報告者

の実践に対する思いや願いを共有し、実践報告を通して参加者どうしが学び合う場ですので、原則集合

研修での参加をお願いします。 

※ご入力いただいたメールアドレスに回答内容が送信されます。２～３分経ってもメールが

届かない場合は、佐同教事務局（0952-62-6434）までお問い合わせください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加資料代の支払いについて（現金か振込が選択可能です。）                              

 

 

 

 

 

※領収証は当日（10/27）会場にてお渡しします。 

■振込の際は、下記口座へお願いします。（振込手数料は、参加者様のご負担にてお願いいたします。） 

  ※振込される際には、振込者名に「分科会参加費：（所属） 名前」を記載してください。 

文字数が限られますので、確認する際に所属・名前がわかるような表記でお願いします。 

姓だけでも入れば、参加申込票で確認ができます。 

例）佐賀市同対課 鍋島太郎さんの場合 「ブン サガシドウタイ ナベシマタロウ」 

            例）佐賀市同教  大和次郎さんの場合 「ブン サガシドウキヨウ ヤマトジロウ」 

 

 

 

       申し込み内容に関する問い合わせ及び現金の持参はこちらへ 

県立高校 

高同研事務局【佐賀北高等学校】 

(ＴＥＬ) 

0952-26-3211 

(FＡＸ) 

 0952-25-7042 国立・県立 

特別支援学校 

私立学校 私学同研事務局【早稲田佐賀高等学校】 0955-58-9000 0955-65-8690 

 

国立・県立 

市町立 

小・中学校 

 

義務教育学校 

三神地区 仁比山小学校 0952-52-2504 0952-52-4758 

佐賀市 城西中学校 0952-24-9220 0952-24-9219 

小城市 小城中学校 0952-73-2191 0952-71-1051 

多久市 東原庠舎東部校 0952-76-2007 0952-76-3917 

唐津地区 佐志小学校 0955-74-3445 0955-74-3446 

伊西地区 東陵学園 0955-26-2012 0955-26-2072 

杵武地区 武雄小学校 0954-22-3171 0954-22-3190 

鹿嬉藤地区 西部中学校 0954-62-1211 0954-62-6092 

保育所、一般 佐賀県人権・同和教育研究協議会 0952-62-6434 0952-62-6435 

■現金でお支払いの場合は、申込後支払い〆切日までに下記までお支払いください。 

※当日、会場での支払いはできません。 
・社会教育関係(市町)の方 ⇒ 各市町の担当部署へ    
 
・小中/私立学校の方⇒所属する人権･同和教育研究会研究局・事務局へ   １０ / ２（金） 

〆切 
・特別支援学校・高校/幼保園/賛助会員/関係団体の方⇒佐同教事務局へ   
                           
 

。 
 

佐賀銀行 大和町支店（普通預金） 店番：６１６ 口座番号：１５４９８９２          

口座名義：佐賀県人権･同和教育研究協議会 事務局長 熊谷
くまがい

 智之
ともゆき

 



 

集合参加にあたって                                                                 
 

■ 集合参加当日に体調不良時の場合 

当日発熱等で体調が優れない場合には、集合参加をご遠慮いただき、後日のオンデマンド配信をご視聴ください。 

■ 各会場の駐車場について 

各会場の駐車場には限りがあります。駐車は指定された場所へお願いします。路上駐車はご遠慮ください。 

 参加される方は可能な限り乗り合わせでお願いします。会場によっては、舗装されていない駐車スペースもあるた 

 め、雨天時には駐車場の状態が悪くなることが予想されます。ご了承ください。 

※各会場の駐車場につきましては、後日佐同教ホームページ等にて詳細をお知らせいたします。 

■ 大型バス等での参加予定の方（団体）へ 

当日大型バスやマイクロバスで参加される予定の団体は、事前に大会実行委員会までご連絡ください。連絡がな

い場合の分科会会場での駐車はできない場合もありますので、ご注意ください。 

■ 当日の昼食について 

当日の各会場での弁当販売は致しませんので、各自昼食のご準備をお願いします。 

各分科会に昼食会場を準備していますのでご利用ください。飲食等で出されたゴミは各自持ち帰りをお願いしま

す。 

■ 後日のオンデマンド配信視聴について 

集合参加をされた方も、後日配信するオンデマンド配信を視聴することができます。 

■ 分科会（集合開催）に関する今後の情報は、佐同教ホームページで随時お知らせしますので、最新の情報をご確

認ください。  

オンデマンド配信 視聴方法について                                                  
 

 

 

 

 お問い合わせ先                                                                  

 

申し込み内容についてのお問い合わせは、 

各市町担当部署または各同研研究局/事務局にお願いします。 

 

 

大会運営等に関するお問い合わせは、下記までお願いします。 

佐賀県人権･同和教育研究大会実行委員会 

 〒840-0214 佐賀市大和町大字川上927 佐賀県教育センター中研修室棟内 

     佐賀県人権･同和教育研究協議会事務局内 

TEL：0952-62-6434  FAX：0952-62-6435 

E-mail：sajinkyo@isis.ocn.ne.jp    ホームページ：https://sadoukyo.blue/ 

 

開催案内・アンケート用紙は、佐同教ホームページからもダウンロードできます。 

研究大会に関する連絡事項は佐同教ホームページに随時掲載します。 

■ オンデマンド参加の申し込みをされた方には、１1月６日（金）までに大会冊子と領収証を発送します。 

■ 佐賀県人権・同和教育研究協議会（佐同教）ホームページのトップページにある「研修事業」から「第 5５

回佐賀県人権･同和教育研究大会（分科会）」にアクセス、ログインします。 

（ログインするための IDとパスワードは、大会冊子内に掲載します。） 

■ ５分科会の５つの動画のリンクボタンがあります。基本的には、その中から１つの分科会を選んで、通して

視聴してください。複数の分科会を視聴することもできます。 

mailto:sajinkyo@isis.ocn.ne.jp
https://sadoukyo.blue/

